
JP 4430002 B2 2010.3.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放送の受信が可能な端末機のデジタル放送プログラム情報の表示装置であって
、
　放送チャンネルガイド情報を受信するデジタル放送受信部と、
　前記受信された放送チャンネルガイド情報を保存するメモリーと、
　前記メモリーに保存された前記放送チャンネルガイド情報に基づいてプログラム情報を
生成する制御部と、
　前記制御部で生成されたプログラム情報を待機モード状態の背景画面に表示する表示部
と、を含み、
　前記制御部は、前記プログラム情報が待機モード状態の背景画面に表示される際に、任
意のチャンネルを選択するロング（ｌｏｎｇ）キーの入力が感知されると、デジタル放送
モードに進入して前記ロングキーにより選択されたチャンネルのデジタル放送プログラム
を受信して表示するように制御することを特徴とするデジタル放送プログラム情報の表示
装置。
【請求項２】
　前記制御部は、一定周期ごとに現在の放送プログラムが終了する時間になったか否かを
チェックして、終了する時間になったら、前記保存された放送チャンネルガイド情報に基
づいて新たに開始するプログラムに該当するプログラム情報を、リアルタイムで生成して
前記背景画面に表示されるように制御することを特徴とする請求項１に記載のデジタル放
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送プログラム情報の表示装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記背景画面に表示されたプログラム情報が一定方向にスクロールされ
るように制御することを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送プログラム情報の表示
装置。
【請求項４】
　少なくとも一つ以上の前記プログラム情報が前記背景画面の全体あるいは一部領域に表
示されることを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項５】
　前記方向は、左右あるいは上下方向であることを特徴とする請求項３に記載のデジタル
放送プログラム情報の表示装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一つ以上のプログラム情報は、ユーザーが予め登録した少なくとも一つ
以上の選好チャンネルのプログラム情報であることを特徴とする請求項４に記載のデジタ
ル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項７】
　所定周期で動作するタイマーをさらに具備し、
　前記制御部は、前記周期ごとに各選好チャンネルの現在の放送プログラムが終了する時
間になったか否かをチェックして、終了する時間になったら、前記保存された放送チャン
ネルガイド情報に基づいて新たに開始するプログラムに該当するプログラム情報を、リア
ルタイムで生成して前記背景画面に表示されるように制御することを特徴とする請求項６
に記載のデジタル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項８】
　前記プログラム情報は、前記背景画面のテキストスライド領域に表示されることを特徴
とする請求項１に記載のデジタル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項９】
　前記制御部は、フォンモジュールと、マルチメディアモジュールと、を含み、
　前記フォンモジュールは、前記マルチメディアモジュールから伝達を受けたプログラム
情報が前記表示部の画面の中でテキストスライド領域に表示されるように制御することを
特徴とする請求項１に記載のデジタル放送プログラム情報の表示装置。 
【請求項１０】
　前記制御部がＭＰ３プレーヤー機能を制御することを特徴とする請求項１に記載のデジ
タル放送プログラム情報の表示装置。 
【請求項１１】
　前記制御部がデジタルビデオディスクプレーヤー機能を制御することを特徴とする請求
項１に記載のデジタル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項１２】
　前記制御部がテレマティック機能を制御することを特徴とする請求項１に記載のデジタ
ル放送プログラム情報の表示装置。 
【請求項１３】
　前記表示部は、前記端末機の携帯電話機能関連情報を表示するための第１の表示部と、
　前記デジタル放送プログラムを表示するための第２の表示部と、
　を含んで構成されることを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送プログラム情報の
表示装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、フォルダの状態を感知してフォルダが開いている際に、前記プログラム
情報が前記第２の表示部に表示されるように制御することを特徴とする請求項１３に記載
のデジタル放送プログラム情報の表示装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、フォルダが閉じている際に、前記プログラム情報が前記第１の表示部の
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画面に表示されるように制御することを特徴とする請求項１３に記載のデジタル放送プロ
グラム情報の表示装置。
【請求項１６】
　表示部とデジタル放送受信部とを備えた移動通信端末機のデジタル放送プログラム情報
の表示方法であって、
　デジタル放送チャンネルガイド情報を受信してメモリーに保存する過程と、
　前記保存された放送チャンネルガイド情報に基づいてプログラム情報を生成する過程と
、
　前記端末機が待機モードである際に、前記生成されたプログラム情報を前記表示部の背
景画面に表示する過程と、
　前記プログラム情報が前記背景画面に表示される際に、任意のチャンネルを選択するロ
ングキーの入力が感知されると、デジタル放送モードに進入して前記ロングキーにより選
択されたチャンネルのデジタル放送プログラムを受信して表示する過程と、
を含むことを特徴とするデジタル放送プログラム情報の表示方法。
【請求項１７】
　前記プログラム情報を表示した後に、ユーザーのチャンネル番号選択が感知されると、
前記デジタル放送受信部を駆動して前記選択されたチャンネル番号に該当するデジタル放
送プログラムを受信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載のデジタル
放送プログラム情報の表示方法。
【請求項１８】
　現在の放送プログラムが終了する時間になったか否かをチェックする過程と、
　前記現在の放送プログラムが終了する時間になったら、前記保存された放送チャンネル
ガイド情報に基づいて新たに開始するプログラムに該当するプログラム情報を、リアルタ
イムで生成して前記背景画面に表示する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１６に
記載のデジタル放送プログラム情報の表示方法。
【請求項１９】
　デジタルマルチメディア放送モードで少なくとも一つ以上の選好チャンネルを登録する
過程をさらに含み、
　前記端末機が待機モードである際に、前記表示部の背景画面に表示される少なくとも一
つ以上のプログラム情報は、前記登録された選好チャンネルに該当する放送チャンネルガ
イド情報に基づいて生成したプログラム情報であることを特徴とする請求項１６に記載の
デジタル放送プログラム情報の表示方法。
【請求項２０】
　前記プログラム情報を一定周期ごとに一定方向にスクロールして表示する過程をさらに
含むことを特徴とする請求項１６に記載のデジタル放送プログラム情報の表示方法。
【請求項２１】
　前記プログラム情報が、前記背景画面のテキストスライド領域に表示される過程を含む
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記プログラム情報が、ユーザーにより設定される所定の基準により生成されることを
特徴とする請求項２１に記載の方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送(Ｄｉｇｉｔａｌ Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ)の受信が可能で
あると共にそのプログラム情報を表示することができる端末機及びその方法に関し、特に
、背景画面にプログラム情報を表示することができる装置及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特定周期で放送センターから伝送されるデータであるＥＰＧ(Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｐ
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ｒｏｇｒａｍ Ｇｕｉｄｅ)情報は、各チャンネル別に時間帯を基準として送り出されてい
る放送の題目及び簡単な特徴などを含んでいる。端末機がＥＰＧ情報を受信して内部メモ
リーまたはファイルシステムに保存しておくことによりユーザーはＥＰＧメニューを検索
して視聴を希望する放送を選択することができる。
【０００３】
　しかし、使用者が時間帯別にＥＰＧメニューを検索してこそ、どのチャンネルで何のプ
ログラムが放送されているかが分かることは、ユーザーの立場では非常に不便である。し
たがって、ユーザーが別の操作なしにも現在どのチャンネルで何のプログラムが放送され
ているかが把握できれば、一層便利に希望する放送を視聴することができる。
【０００４】
　また、ＥＰＧ検索のためにはデジタル放送モードに進入しなければならない。しかし、
デジタル放送モードに進入すれば、該当モジュール(例：放送受信モジュール)が駆動する
ので、それだけ電力が消耗される。もし、ユーザーが現在の時間に特定チャンネルで放送
されるプログラムを単純に確認だけしたい場合、デジタル放送モードに進入しなくて確認
することができれば、不必要な電力の浪費が減少される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上述したような従来技術の問題点を解決するためになされたもので、その目
的は、デジタル放送の受信が可能な端末機において、デジタル放送モードに進入しなくて
もプログラム情報が確認できるようにする装置及びその方法を提供することである。
【０００６】
　本発明の他の目的は、ユーザーがプログラム情報を検索しなくても現在サービス中であ
るデジタル放送に関するプログラム情報を見られるようにする装置及びその方法を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明は、デジタル放送の受信が可能な端末機のデジタル放
送プログラム情報の表示装置であって、放送チャンネルガイド情報を受信するデジタル放
送受信部と、前記受信された放送チャンネルガイド情報を保存するメモリーと、前記メモ
リーに保存された前記放送チャンネルガイド情報に基づいてプログラム情報を生成する制
御部と、前記制御部で生成されたプログラム情報を背景画面に表示する表示部と、を含む
ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、表示部とデジタル放送受信部と、を備えた移動通信端末機のデジタル
放送プログラム情報の表示方法であって、デジタル放送チャンネルガイド情報を受信して
メモリーに保存する過程と、前記保存された放送チャンネルガイド情報に基づいてプログ
ラム情報を生成する過程と、前記端末機が待機モードである際に、前記生成されたプログ
ラム情報を前記表示部の背景画面に表示する過程と、前記プログラム情報を表示した後に
、ユーザーのチャンネル番号選択が感知されると、前記デジタル放送受信部を駆動して前
記選択されたチャンネル番号に該当するデジタル放送プログラムを受信する過程と、を含
むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ユーザーが特定チャンネルで現在放送されているプログラムに関する
情報を知りたい場合、デジタルマルチメディア放送(Ｄｉｇｉｔａｌ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉ
ａ Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ:以下、‘ＤＭＢ’と称する)モードに進入しないで待機モ
ードで確認可能なので、便利であるだけでなく、不必要な電力浪費(ＤＭＢモードに進入
するようになればＤＭＢモジュールを駆動させるようになるので)が発生しない長所があ
る。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の好適な一実施形態について添付図面を参照しつつ詳細に説明する。下記
の説明において、本発明の要旨のみを明確にする目的で、関連した公知機能又は構成に関
する具体的な説明は省略する。下記説明では、具体的なチャンネル番号、プログラム名、
時刻などのような多くの特定事項が示されるが、これは本発明のより全般的な理解のため
に提供されたもので、このような特定事項なしでも本発明が実施できることはこの技術分
野における通常の知識を持つ者には自明である。
【００１１】
　図１は、本発明が適用されるＤＭＢが受信可能な移動通信端末機の斜視図である。本発
明はデジタル放送が受信可能な端末機に適用可能であり、本明細書ではＤＭＢ受信が可能
な携帯電話を例示する。
【００１２】
　本発明の実施形態による移動通信端末機１００は、メインボディー(ｍａｉｎ ｂｏｄｙ
)２０と、メインボディー２０の下部に連結されたサブボディー(ｓｕｂ ｂｏｄｙ)４０と
、で構成される。メインボディー２０には、第１の表示部１１２と、サイドキー１１３－
１と、キーパッド１１３－２と、を含むキー入力部１１３と、マイク１１４と、第１のス
ピーカー１１５と、が具備され、主に携帯電話機能などを実行するために利用される。サ
ブボディー４０には、第２の表示部１２３と、第２のスピーカー１２４と、が具備され、
主にマルチメディア機能を実行するために利用される。また、本実施形態ではサブボディ
ー４０が回転型に具現されたがフォルダ型に具現することもでき、二つのボディーの連結
関係は本発明の要旨とは関係ない。
【００１３】
　図１に示したように、移動通信端末機が開いている時(メインボディー２０とサブボデ
ィー４０とがお互いにオーバーラップされなかった状態)には、第２の表示部１２３の背
景画面にＤＭＢプログラム情報が表示される。これはユーザーが主に第２の表示部１２３
を見ることを考慮したためである。必要によって、第１の表示部１１２あるいは二つの表
示部１１２、１２３の全ての背景画面にＤＭＢプログラム情報を表示することもでき、こ
れはユーザーの選択により決定される。
【００１４】
　サブボディー４０を回転させてメインボディー２０の後にオーバーラップさせると、即
ち、ユーザーが第１の表示部１１２のみを見られるようになった時には、第１の表示部１
１２の背景画面にだけプログラム情報が表示される。
【００１５】
　この時、ＤＭＢプログラム情報は、背景画面の一部領域に表示するか全体画面に表示す
ることができる。後述の図２Ａ及び図２Ｂのように、背景画面のテキストスライド領域に
表示する場合、あるいは図８のＭ４のような画面は、一部領域に表示する場合である。
【００１６】
　かかる構造の移動通信端末機１００は、キー入力部１１３を通じたユーザーの操作によ
って携帯電話機能を実行するかマルチメディア機能を実行するようになる。
【００１７】
　また、ユーザーは第２の表示部１２３を通じてＤＭＢを視聴することができ、第１の表
示部１１２を通じて携帯電話機固有の機能を確認することができる。ここで、第１及び第
２の表示部１１２、１２３は、例えば、ＬＣＤ(Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ)を用いて具現することができる。
【００１８】
　図２Ａ及び図２Ｂは、本発明の好ましい実施形態によるＤＭＢプログラム情報の表示画
面を示す図である。
【００１９】
　図２Ａと図２Ｂにおいて、参照符号‘ＴＳＡ’は待機モードの背景画面にあるテキスト
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スライド領域を示す。
【００２０】
　図３は、本発明の実施形態によるＤＭＢ受信可能な移動通信端末機の第１の構成を示す
ブロック図である。
【００２１】
　図３に示したように、本実施形態では、第１のモジュール(フォン（phone）モジュール
１１０)と、第２のモジュール(ＤＭＢモジュール１２２)と、第３のモジュール(マルチメ
ディアモジュール１２０)が物理的に分離された場合を仮定して説明するが、三つのモジ
ュールの全部または一部を一つのチップ(便宜上‘制御部’と称する)で構成することも可
能である。
【００２２】
　本発明の実施形態による移動通信端末機１００は、デジタルマルチメディア放送受信兼
用携帯電話機として、携帯電話機能を制御する携帯電話機能モジュール(例えば、フォン
モジュール)１１０と、放送受信機能を実行するＤＭＢモジュール１２２と、マルチメデ
ィア機能を制御するマルチメディアモジュール１２０と、を含む。フォンモジュール１１
０は、第１の表示部１１２と、キー入力部１１３と、マイク１１４と、第１のスピーカー
１１５と、第１のメモリー１１６と、を制御する。マルチメディアモジュール１２０は、
第２の表示部１２３と、第２のスピーカー１２４と、第２のメモリー１２５と、を制御す
る。
【００２３】
　各部分の動作について具体的に説明すれば、次のようである。
【００２４】
　フォンモジュール１１０は、無線(Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ: ＲＦ)送受信部分
とモデムチップ(ｃｈｉｐ)(例えば、クォルコム(ＱｕａｌＣｏｍｍ)社のＭＳＭ(Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｅｍ)５５００)部分などで具現することができ、通話関連
信号を送受信して携帯電話機能を含んだ移動通信端末機の全般的な機能を総括的に制御す
る。第１の表示部１１２は携帯電話機能を含んだ移動通信端末機の全般的な機能と関連す
る情報を表示する。また、第１の表示部１１２は背景画面の全体あるいは一部(例えば、
テキストスライド領域)にＤＭＢプログラム情報を表示する。キー入力部１１３はユーザ
ーの操作による制御命令あるいはデータなどを入力する。マイク１１４はオーディオ信号
を入力する。第１のスピーカー１１５は携帯電話機能の実行と関連するオーディオ信号(
例えば、通話音声)を出力する。第１のメモリー１１６は携帯電話機能を含んだ移動通信
端末機の全般的な機能と関連する情報を保存する。
【００２５】
　ＤＭＢモジュール１２２は、デジタル放送受信モジュールとしてアンテナを通じてＤＭ
Ｂ ＲＦ信号を受信するための部分と復調部分(ｄｅｍｏｄｕｌａｔｏｒ)などを含むが、
本発明の要旨がそのような詳細構成に関することではないので具体的に図示しない。
【００２６】
　マルチメディアモジュール１２０は、ＤＭＢモジュール１２２から伝達を受けたＤＭＢ
データを復号してユーザーに提供するためのマルチメディア情報(映像、文字、オーディ
オ)を出力する。第２の表示部１２３は、マルチメディアモジュール１２０から出力する
映像信号を表示する。また、第２の表示部１２３は背景画面の全体あるいは一部(例えば
テキストスライド領域)にＤＭＢプログラム情報を表示する。第２のスピーカー１２４は
マルチメディアモジュール１２０から出力するオーディオ信号を出力する。第２のメモリ
ー１２５はＤＭＢサービスの提供と関連する情報(例えば、ＥＰＧ情報、選好プログラム
情報など)を保存する。
【００２７】
　マルチメディアモジュール１２０は、フォルダの状態によってＤＭＢプログラム情報が
表示される表示部を決定することができる。即ち、フォルダが閉じていると、第１の表示
部１１２のみにプログラム情報が表示されるように制御し、フォルダが開いていると、第
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２の表示部１２３のみに、あるいは二つの表示部１１２、１２３の両方にプログラム情報
が表示されるように制御する。
【００２８】
　第１及び第２のスピーカー１１５、１２４と、第１及び第２の表示部１１２、１２３の
ように、これらをハードウェア的に各々分離構成することもでき、一つのスピーカーと一
つの表示部で構成することもできる。また、マルチメディアモジュール１２０は、Ｈ.２
６４コーデックマルチメディアプロセッサ(Ｈ.２６４ Ｃｏｄｅｃ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ
 Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ)を用いて具現することができる。
【００２９】
　図４は、図３に示された移動通信端末機によるＤＭＢプログラム情報の表示方法を示す
ラダー図である。
【００３０】
　ステップＳ６１２で、マルチメディアモジュール１２０が待機モード(ｉｄｌｅ ｍｏｄ
ｅ)を感知すれば、ステップＳ６１４で、プログラム情報表示機能に設定されているか否
かをチェックする。プログラム情報表示機能に設定されている場合には、ステップＳ６１
６で、マルチメディアモジュール１２０は、第２のメモリー１２５に保存されているＥＰ
Ｇ情報に基づいてＤＭＢプログラム情報を生成する。そして、ステップＳ６１８で、フォ
ルダがオープンされているか否かをチェックする。
【００３１】
　ステップＳ６１２で、端末機が待機モードではないと判断されるか、ステップＳ６１４
で、プログラム情報表示機能に設定されていないと判断されると、作業を終了する。
【００３２】
　もし、フォルダがオープンされていると、ステップＳ６２０で、マルチメディアモジュ
ール１２０は、第２の表示部１２３に、図２Ａ及び図２Ｂに示したように、背景画面のテ
キストスライド領域にＤＭＢプログラム情報を表示するように制御する。このＤＭＢプロ
グラム情報を見てユーザーは視聴を希望するチャンネルを選択することができる。その選
択のためにロング(ｌｏｎｇ)キーを使用することができる。ただ、このチャンネル番号の
ロングキーは、プログラム情報表示機能のみで有効になるように設定される。言い替えれ
ば、プログラム情報表示機能が設定されている時には任意の数字キーを長く押すと、該当
ＤＭＢチャンネルのプログラムが表示されるが、一般のモードでは短縮ダイヤルとして機
能する。
【００３３】
　ステップＳ６２４で、マルチメディアモジュール１２０が、チャンネル番号のロングキ
ーが入力されたか否かをチェックして、もし、チャンネル番号のロングキーの入力が感知
されると、ステップＳ６２６で、マルチメディアモジュール１２０は第２の表示部１２３
によるＤＭＢプログラム情報の表示を中止させる。ステップＳ６２８で、ＤＭＢモジュー
ル１２２は駆動され、前記入力されたチャンネル番号に対応する放送プログラムを受信し
てマルチメディアモジュール１２０を通じて第２の表示部１２３に表示する。
【００３４】
　一方で、フォルダがオープンされていないと判断すると、ステップＳ６２２で、マルチ
メディアモジュール１２０はフォンモジュール１１０にＤＭＢプログラム情報を送信する
。ＤＭＢプログラム情報を受信したフォンモジュール１１０は、ステップＳ７１１で、第
１の表示部１１２が背景画面のテキストスライド領域ＴＳＡにＤＭＢプログラム情報を表
示するように制御する。そして、ステップＳ７１３で、フォンモジュール１１０はチャン
ネル番号のロングキーが入力されたか否かをチェックし、もし、チャンネル番号のロング
キーの入力が感知されると、ステップＳ７１５で、第１の表示部１１２が背景画面のテキ
ストスライド領域にフォルダオープン要求メッセージを表示するように制御する。このフ
ォルダオープン要求メッセージを見てユーザーがフォルダをオープンさせると、ステップ
Ｓ７１９で、これを感知してマルチメディアモジュール１２０に入力されたチャンネル番
号のＤＭＢを表示するように要求する。ステップＳ６２８で、この要求を受けたマルチメ
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ディアモジュール１２０は、第２の表示部１２３に前記入力されたチャンネル番号に該当
するＤＭＢが表示されるように制御する。
【００３５】
　図５は、本発明の実施形態によるＤＭＢ受信可能な移動通信端末機の第２の構成を示す
ブロック図である。
【００３６】
　本発明の実施形態による移動通信端末機１００－１は、ＤＭＢ受信兼用個人携帯端末機
(Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｄａｔａ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ:以下、‘ＰＤＡ’と称する)を示す。
図３と比較すれば、フォンモジュール１１０の制御を受けた構成要素の中で第１のメモリ
ー１１６以外は全部マルチメディアモジュール１２０の制御を受けるという点が相異して
いる。しかし、これはＰＤＡ固有の構成によるものである。また、ＰＤＡ固有の機能を除
外した本発明の適用による各部分の動作は、図３と同一なのでその具体的な説明は省略し
、参照符号も同一に示す。
【００３７】
　図６は、図５に示された移動通信端末機によるＤＭＢプログラム情報の表示方法を示す
ラダー図である。
【００３８】
　ステップＳ６１２で、マルチメディアモジュール１２０が待機モードを感知すれば、ス
テップＳ６１４で、プログラム情報表示機能が設定されているか否かをチェックする。プ
ログラム情報表示機能が設定されていると、ステップＳ６１６で、マルチメディアモジュ
ール１２０は、第２のメモリー１２５に保存されているＥＰＧ情報に基づいてＤＭＢプロ
グラム情報を生成する。
【００３９】
　もし、ステップＳ６１２で、端末機が待機モードではないと判断されるか、ステップＳ
６１４で、プログラム情報表示機能に設定されていないと判断されると、作業を終了する
。
【００４０】
　ここで、ＤＭＢプログラム情報は、所定の基準を満足するように設定できる。その基準
はユーザーにより設定でき、時間またはチャンネルを基準として設定することができる。
例えば、全体時間または現在時間帯に放送されるチャンネルのＥＰＧ情報で構成すること
ができる。そして、ステップＳ６１８で、フォルダがオープンされているか否かをチェッ
クする。
【００４１】
　もし、フォルダがオープンされていると、ステップＳ６２０で、マルチメディアモジュ
ール１２０は第２の表示部１２３が背景画面のテキストスライド領域にＤＭＢプログラム
情報を表示するように制御する。一方、フォルダがオープンされていないと、ステップＳ
６２２－１で、マルチメディアモジュール１２０は第１の表示部１１２が、図２Ａ及び図
２Ｂに示されたように、背景画面のテキストスライド領域ＴＳＡにＤＭＢプログラム情報
を表示するように制御する。このＤＭＢプログラム情報を見てユーザーは視聴を希望する
チャンネルを選択することができる。その選択のためにロング(ｌｏｎｇ)キーを使用する
ことができる。
【００４２】
　ステップＳ６２４で、マルチメディアモジュール１２０はチャンネル番号のロングキー
が入力されたか否かをチェックする。もし、チャンネル番号のロングキーの入力が感知さ
れると、ステップＳ６２６で、マルチメディアモジュール１２０はＤＭＢプログラム情報
の表示を中止させる。ステップＳ６２８で、ＤＭＢモジュール１２２が駆動され、前記入
力されたチャンネル番号に該当する放送プログラムを受信してマルチメディアモジュール
１２０を通じて第２の表示部１２３に表示する。
【００４３】
　必要に応じて、ステップＳ６２６は、実施される場合と実施されない場合とがある。例
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えば、ステップＳ６１８で、フォルダがオープンされていない場合には、ＤＭＢプログラ
ム情報が第１の表示部１１２に表示されるのでＤＭＢプログラム情報表示を中止させる必
要はない。図示しなかったが、ステップＳ６１８でフォルダがオープンされている場合に
、二つの表示部１１２、１２３の両方がＤＭＢプログラム情報を表示するように具現する
こともでき、この場合にも第１の表示部１１２によるＤＭＢプログラム情報の表示は中止
させる必要がない。
【００４４】
　このチャンネル番号のロングキーは、プログラム情報表示機能のみで有効になるように
設定される。言い替えれば、プログラム情報表示機能が設定されている時には任意の数字
キーを長く押すと、該当ＤＭＢチャンネルのプログラムが表示されるが、一般のモードで
は短縮ダイヤルとして機能する。
【００４５】
　図７は、本発明の好ましい実施形態によるＤＭＢプログラム情報表示のための選好チャ
ンネル登録メニュー画面を示す図である。
【００４６】
　Ｍ１は、待機モードでの初期メニュー画面である。ユーザーが初期メニュー画面Ｍ１に
表示された項目の中で“ＤＭＢ選好チャンネル”を選択して確認キーを押すと、Ｍ２のよ
うな“選好チャンネル設定”のサブメニュー画面が表示される。ユーザーは、サブメニュ
ー画面Ｍ２に表示される項目の中で希望する項目を選択することができる。各項目は、チ
ャンネル番号とチャンネル名からなる。例えば、“０５教育”の‘０５’はチャンネル番
号を示し、‘教育’はチャンネル名を示す。例示された図には一つの画面に７個の項目が
表示されており、▲▼キーを利用した上下スクロールを通じて他の項目をさらに表示させ
ることができる。
【００４７】
　ユーザーがフォーカスＰＳを希望する項目に移動させた後、チェックボックスＢＸを利
用して選択(例：特定キーを押すと、チェック表示になるように具現)する。ユーザーが希
望する項目を全部選択した後に確認キーを押すと、選択された項目が選好チャンネルとし
てメモリー(例：第２のメモリー１２５)に登録される。
【００４８】
　図８は、ユーザーの選択によってＤＭＢモードで該当チャンネルのプログラムが表示さ
れる前に、待機モードで見られる３種類の背景画面状態を例示した図である。
【００４９】
　Ｍ３は、ＤＭＢ選好チャンネル表示に設定されているが登録された選好チャンネルがな
い場合の待機モードでの画面表示状態を示す。
【００５０】
　Ｍ４は、ＤＭＢ選好チャンネル表示に設定されており、登録された選好チャンネルがあ
る場合の待機モードでの画面表示状態を示す。一つの画面に同時に４ラインを表示し、１
ラインには一つのプログラム情報を表示することができると仮定した場合である。一つの
プログラム情報は、チャンネルアイコン(ビデオチャンネル、オーディオチャンネル、プ
レミアムチャンネルアイコン)と、チャンネル番号と、プログラム名と、を含む。“●０
７シムソン”は、チャンネルアイコンが“●(ビデオチャンネルを示すと仮定する)”であ
り、チャンネル番号が“０７”であり、そして、プログラム名が“シムソン”である。
【００５１】
　Ｍ５は、二つの背景画面Ｍ３、Ｍ４の中でいずれか一つの画面が表示された状態でユー
ザーが、例えば、“３１”を入力した場合を示す。以後、ユーザーが特定キー(例:＊)を
押すと、“３１”がチャンネル番号として認識されてＤＭＢモードへの転換が開始される
。
【００５２】
　Ｍ６は、ＤＭＢモードに転換されてチャンネル番号“３１”に該当するＤＭＢプログラ
ムを画面に表示している画面状態を示す。
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【００５３】
　図９は、本発明の好ましい実施形態による待機モードでＤＭＢプログラム情報が表示さ
れた画面での上方向スクロールを説明するための図である。
【００５４】
　Ｍ４は、ＤＭＢ選好チャンネル表示に設定されており、登録した選好チャンネルがある
場合の待機モードでの画面表示状態を示す。一つの画面に４個のプログラム情報を表示す
ることができると仮定した場合である。もし、ユーザーが７個の選好チャンネルを予め登
録しておいた場合、４個のプログラム情報は一つの画面に表示されるが、残りの３個のプ
ログラム情報は上/下スクロールにより表示される。
【００５５】
　Ｍ７は、Ｍ４のような画面表示状態で上方へライン(項目)がスクロールされた場合の画
面表示状態である。画面Ｍ７には、画面Ｍ４に表示されたプログラム情報“●０７シムソ
ン”が消えて“●１９プレミアリーグ”が表示されている。
【００５６】
　このようなライン単位のスクロールは、一定周期ごとに実施されるようにすることがで
きる。例えば、画面Ｍ４状態で１５秒間維持されてから画面Ｍ７にスクロールされるよう
にすることができる。
【００５７】
　図１０は、本発明の好ましい実施形態による待機モードでＤＭＢプログラム情報が表示
された画面での左側方向へのスクロールを説明するための図である。
【００５８】
　Ｍ８は、ＤＭＢ選好チャンネル表示に設定されており、選択した選好チャンネルがある
場合の待機モードでの画面表示状態を示す。図示したように、４個のプログラム情報を表
示するが一つのプログラム情報を一つのラインに表示させる場合、あるプログラム情報は
内容が長くて全体内容を一回に表示することができない場合がある。この場合、左/右ス
クロールが行われるようにすれば、全体内容を表示することができる。例えば、画面Ｍ８
に表示された“●２６ ＥＢＳ １０週間完成－修”の全体内容が“●２６ ＥＢＳ １０週
間完成－修学能力対備高教３年の数学”である場合、一定時間ごとに左側方向にスクロー
ルされるようにするとユーザーが全体内容を見ることができる。プログラム情報の中でチ
ャンネルアイコンとチャンネル番号は固定領域に表示されてスクロールされないで、プロ
グラム名だけがスクロール領域に表示されてスクロールされる。ＳＬ２は、例えば、画面
Ｍ８のＳＬ１部分が左側方向に１字ほどスクロールされた時の状態を示す。画面Ｍ８のＳ
Ｌ１部分に表示された“●２６ ＥＢＳ １０週間完成－修”のスクロール領域の開始部分
から“Ｅ”が消えて端の部分に“学”が新たに表示される。この時、固定領域のチャンネ
ルアイコン“●”とチャンネル番号“２６”はスクロールされない。
【００５９】
　このような左/右スクロールが一画面に表示されたすべてのプログラム情報に対して同
時に実施されるように具現することもでき、一つのプログラム情報毎に順次に実施される
ように具現することもできる。
【００６０】
　図１１は、本発明の好ましい実施形態による待機モードで背景画面にＤＭＢプログラム
情報を表示する方法を示すフローチャートである。
【００６１】
　ステップＳ１２０１で、マルチメディアモジュール１２０が待機モードを感知すれば、
ステップＳ１２０２で、プログラム情報表示機能が設定されているか否かをチェックする
。プログラム情報表示機能に設定されている場合は、ステップＳ１２０３で、マルチメデ
ィアモジュール１２０は、選好チャンネルが登録されているか否かをチェックする。選好
チャンネルが登録される場合には、ステップＳ１２０５で、マルチメディアモジュール１
２０が第２のメモリー１２５に保存されているＥＰＧ情報に基づいてＤＭＢプログラム情
報を生成する。例えば、ユーザーが登録しておいた選好チャンネルが４個であれば、４個
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のＤＭＢプログラム情報が生成される。一方で、選好チャンネルがないと判断されると、
ステップＳ１２０４で、マルチメディアモジュール１２０は、選好チャンネル登録要求メ
ッセージが背景画面に表示されるように制御する。図示された実施形態では、選好チャン
ネルを登録することを前提としたので、ステップＳ１２０３及びステップＳ１２０４が含
まれているが、すべてのチャンネルを対象とすることもできることは勿論である。この場
合、ステップＳ１２０３及びステップＳ１２０４は不必要である。
【００６２】
　ステップＳ１２０６で、マルチメディアモジュール１２０は、生成されたプログラム情
報が背景画面に表示されるように制御し、このＤＭＢプログラム情報を見てユーザーは視
聴を希望するチャンネルを選択することができる。その選択のためにロング(Ｌｏｎｇ)キ
ーを使用することができる。
【００６３】
 ステップＳ１２０７で、マルチメディアモジュール１２０は、チャンネル番号ロングキ
ーの入力があるか否かをチェックする。もし、チャンネル番号ロングキーの入力が感知さ
れると、ステップＳ１２０８で、マルチメディアモジュール１２０は、ＤＭＢプログラム
情報表示を中止させる。ステップＳ１２０９で、マルチメディアモジュール１２０は、入
力されたチャンネル番号に該当する放送プログラムが表示されるように制御する。すなわ
ち、ＤＭＢモジュール１２２が前記入力されたチャンネル番号に該当する放送プログラム
を受信するように制御し、第２の表示部１２３が放送プログラムを表示するように制御す
る。
【００６４】
　ステップＳ１２０７で、チャンネル番号ロングキーの入力が感知されないと、ステップ
Ｓ１２１０で、マルチメディアモジュール１２０は、現在表示中であるプログラム情報に
該当する放送プログラムが終了する時刻であるか否かをチェックする。放送プログラムが
終了する時刻でなければ、ステップＳ１２０７で反復チェックし、終了する時刻であれば
、第２のメモリー１２５から次放送プログラムのＥＰＧ情報をサーチして新たに表示する
ＤＭＢプログラム情報を生成するためにステップＳ１２０５に復帰する。すなわち、ある
選好チャンネルの放送プログラムが終了する時間になれば、次の放送プログラムについて
のプログラム情報を生成するようになる。特別な場合の以外は、すべての選好チャンネル
の放送プログラムが同時に終了する場合はないが、この場合には、すべての選好チャンネ
ルの次の放送プログラムについてのプログラム情報を生成する。
【００６５】
　例えば、待機モードで、ある放送プログラムのプログラム情報を背景画面に表示する時
(例:ステップＳ１２６)、その放送プログラムが終了する時間を予め認知して現在時間と
比較してタイマーを駆動させ、タイマーが終了すれば、第２のメモリー１２５をアクセス
するように具現することができる。
【００６６】
　図１２は、本発明の好ましい実施形態による待機モードで背景画面にＤＭＢプログラム
情報を表示するために選好チャンネルを登録する方法を示すフローチャートである。
【００６７】
　ステップＳ１３１１で、マルチメディアモジュール１２０は、現在端末機がＤＭＢモー
ドであるか否かをチェックする。ＤＭＢモードであると判断されると、ステップＳ１３１
２で、マルチメディアモジュール１２０は、第２の表示部１２３に初期メニューが表示さ
れるように制御する。初期メニューを見たユーザーが“画面デザイン”項目を選択すれば
、マルチメディアモジュール１２０が、ステップＳ１３１３で、これを感知してステップ
Ｓ１３１４で、画面デザインメニュー(例:図７画面Ｍ１)を表示する。画面デザインメニ
ューを見たユーザーが“選好チャンネル設定”項目を選択すれば、マルチメディアモジュ
ール１２０)が、ステップＳ１３１５で、これを感知して、ステップＳ１３１６で、選好
チャンネル設定メニュー(例:図７の画面Ｍ２)を表示する。ステップＳ１３１７とステッ
プＳ１３１８は、選好チャンネル設定メニューを見たユーザーが少なくとも一つ以上の希
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望する選好チャンネルを選択するための過程である。すなわち、ステップＳ１３１７で、
マルチメディアモジュール１２０は、キー入力部１１３を通じてユーザーが選択した選好
チャンネルを感知して保存し、ステップＳ１３１８で、確認キーが入力されたか否かをチ
ェックする。この時、もし、確認キーの入力が感知されると、選好チャンネルの選択が終
了したと認識して作業を終了する。一方で、確認キーの入力が感知されないと、他の選好
チャンネルがさらに選択されたと判断してステップＳ１３１７に復帰する。
【００６８】
　図３又は図５に具体的に図示しなかったが、第２のメモリー１２５はＮＡＮＤフラッシ
ュ(ｆｌａｓｈ)とＳＤＲＡＭを用いて具現することができる。受信されたＥＰＧ情報はＮ
ＡＮＤフラッシュに保存され、関連作業が実行(例えば、プログラム情報生成)される時に
ＳＤＲＡＭにコピーされる。
【００６９】
　図３のように、フォンモジュール１１０とマルチメディアモジュール１２０が各々別に
第１及び第２の表示部１１２、１２３を有する場合には、ＤＰＲＡＭ(Ｄｕａｌ Ｐｏｒｔ
 ＲＡＭ)やＡＩＭ(Ａｒｍ Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｍｏｒｙ)(図示せず)を使用してＥＰＧ
情報をマルチメディアモジュール１２０がフォンモジュール１１０に伝送し、フォンモジ
ュール１１０により制御される第１の表示部１１２を通じてプログラム情報を表示するこ
とができる。
【００７０】
　図４のステップ６１６で、ＤＭＢプログラム情報の生成は全体チャンネルについて行わ
れるが、図１３のように、移動通信端末機の選好チャンネル保存領域に選好チャンネルを
予め登録しておいた場合には第２のメモリー１２５からその登録されたチャンネルに該当
するＥＰＧ情報のみを検出することにより該当ＤＭＢプログラム情報のみを生成すること
ができるので、ユーザーが不必要なＤＭＢプログラム情報を見る必要がなくて満足感を高
めることができる。
【００７１】
　また、移動通信端末機を、一つの表示部のみを有するかまたは一つのボディーで構成す
ることができ、非フォルダタイプで構成することもできる。この場合、図６でのステップ
Ｓ６１８のフォルダ状態判断過程やＤＭＢプログラム情報を表示するための表示部選択過
程は不必要であることは当業界における通常の知識を持つ者には自明である。
【００７２】
　また、移動通信端末機の種類によってその制御部がＭＰ３プレーヤー機能、デジタルビ
デオディスクプレーヤー機能、あるいはテレマティック機能を制御するように構成するこ
とができる。
【００７３】
　以上、本発明を具体的な実施形態を参照して詳細に説明したが、本発明の範囲は前述の
実施形態によって限定されるべきではなく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なもの
の範囲内で様々な変形が可能なことは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明
らかである。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明が適用されるＤＭＢ受信可能な移動通信端末機の斜視図である。
【図２Ａ】本発明の好ましい実施形態によるＤＭＢプログラム情報の表示画面を示す図で
ある。
【図２Ｂ】本発明の好ましい実施形態によるＤＭＢプログラム情報の表示画面を示す図で
ある。
【図３】本発明の実施形態によるＤＭＢ受信可能な移動通信端末機の第１の構成を示すブ
ロック図である。
【図４】図３に示された移動通信端末機によるＤＭＢプログラム情報の表示方法を示すラ
ダー図である。
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【図５】本発明の実施形態によるＤＭＢ受信可能な移動通信端末機の第２の構成を示すブ
ロック図である。
【図６】図５に示された移動通信端末機によるＤＭＢプログラム情報の表示方法を示すラ
ダー図である。
【図７】本発明の実施形態によるＤＭＢプログラム情報表示のための選好チャンネル登録
メニュー画面を示す図である。
【図８】ユーザーの選択によりＤＭＢモードで該当チャンネルのプログラムが表示される
前に、待機モードで見られる３種類の背景画面状態を例示した図である。
【図９】本発明の好ましい実施形態による待機モードでＤＭＢプログラム情報が表示され
た画面を示す図である。
【図１０】本発明の好ましい実施形態による待機モードでＤＭＢプログラム情報が表示さ
れた画面において左側方向へのスクロールを説明するための図である。
【図１１】本発明の好ましい実施形態による待機モードで背景画面にＤＭＢプログラム情
報を表示する方法を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の好ましい実施形態による待機モードで背景画面にＤＭＢプログラム情
報を表示するために選好チャンネルを登録する方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７５】
　２０　　メインボディー
　４０　　サブボディー
　１００　　移動通信端末機
　１００－１　　移動通信端末機
　１１０　　フォンモジュール
　１１２　　第１の表示部
　１１３　　キー入力部
　１１３－１　　サイドキー
　１１３－２　　キーパッド
　１１４　　マイク
　１１５　　第１のスピーカー
　１１６　　第１のメモリー
　１２０　　マルチメディアモジュール
　１２２　　ＤＭＢモジュール
　１２３　　第２の表示部
　１２４　　第２のスピーカー
　１２５　　第２のメモリー
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